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■会報委員長：石川 嘉彦 ■当番：友野 政彦 
■事務所：〒358-0023 

入間市扇台 3-3-7ハイツ斎竹 101号 
Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788  
Email：iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

2014-15 年度 RＩテーマ 

第２2号 ２８４2回例会 ２０１４年 12月  4日（木） 

 

 

 

 

 

  

＜今月のお祝い＞ 

会員誕生日 

石川嘉彦君     忽滑谷明君 

滝沢文夫君     木 下 登 君  

加藤国夫君(喜寿)  細淵克則君   

荒井正武君    晝間和弘君 

夫人誕生日 
齋藤秀子様       西山晴世様 

宮寺美智子様  
 

 

＜１月プログラム＞
 

 当番 内 容 

1日  
クラブ定款第 条第 節（ ）

により例会取り止め 

8日 豊田 
市長年頭所感  

ロータリー美術館 

15日 西山 
第 回クラブ協議会
ＲＬＩ方式 ディスカッション 

22日 繁田 
我等の生業  馬路宏樹会員 

田中快枝会員 後藤健会員 

29日  新年会 夜間例会：武蔵クラブ 

 

≪ビジター・ゲスト≫ 

米山記念奨学生 アリカム･アキラム 様 

 

■ロータリー・リーダシップ・研修会 終了証書 

(パート３) 粕谷康彦会員 
 

 

■■■クラブ年次総会■■■ 

山岸義弘指名委員長 

入間 RC 細則第 3 条第 1 節により、委員長・

山岸、委員・宮寺､吉永､友野の 4名にて指名委

員会を開催、第 1号議案 入間 RCノミニ－に西

山会員を指名。第 2号議案 入間 RCデジグネー

トに関谷会員を指名しましたのでご審議願い

ます。 

○総会にて全会一致で承認されました。 

 

関谷永久会員挨拶 

指名を受け、来るべきとき

皆様の期待にこたえられる

かと緊張しています。歴史と

伝統ある入間ＲＣの会長デ

ジグネートとして後二年半

勉強をしてまいります。宜し

くお願いします。 
 

粕谷康彦夫エレクト 

次年度の五大奉仕委員長を発表いたします。 

 

 

●❁●会長の時間 加藤国夫会長 

１２月は家族月間です。1995－6 年度ハーバ

ート・ブラウン会長は、世界平和は地域、家族

から始まるとの考えを表明しました。そして

1995 年 11 月の理事会において、２月の第２週

を「家族週間」と指定することになりましたが、

2003 年７月の同理事会において 2003ー04 年度

ジョナサン・マジィアベ会長が家族の重要性を

主眼にしたことをとなえ、１２月を「家族月間」

と指定しました。これに伴って「家族週間」は

廃止されることになりました。以後 RI では 12

月を家族月間として、クラブだけでなくロータ

リアン一人ひとりが家族と地域社会への献身

を示すよう奨励されています。 

ロータリーの家族とは、ロータリアンとその

家族にとどまらず、ロータリーに関係する組織

や、団体すべてのメンバーをロータリーファミ

リーと呼んでおります。今日ここに米山記念奨

学生として出席しております、アリカム・アキ

クラブ奉仕委員長 関谷永久会員 

職業奉仕委員長 豊田義継会員 

社会奉仕委員長 滝沢文夫会員 

国際奉仕委員長 宮崎正文会員 

青少年奉仕委員長 後藤賢治会員 

■ 2014-2015 ＲＩ会長：ゲイリーC.K.ホァン  
■ ＲＩ第 2570地区ガバナー：坂本 元彦 
■ 会長：加藤 国夫 幹事：滝沢 文夫 
■ 例会日：木曜日 12：30～13：30 
■ 例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール 

Tel.04-2963-1111 
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ラム君もロータリー家族の一員です。そしてア

キラム君の奥さん子どもさんもロータリー家

族です。 

そして全ての家族の平和と幸福がなければ、

個人の幸せはあり得ません。 

しかし家族といえども、所詮は人と人とのつ

ながりです、どんな絆をもってしても、たまに

はいがみ合うことも有るでしょうし、また喧嘩

もするかもしれません、でも家族であれば仲直

りすることも容易にできるはずです。友情と寛

容をもってすれば、そんなに難しいことではな

いはずです。 

再来週第三木曜日「１８日」はクリスマス家

族例会です、家族の絆を刻むに相応しいイベン

トです。ご家族、親、兄弟、子ども達、またお

身内の多くの方たちをお誘いして楽しいクリ

スマス会にして頂きたいと思います。私たちが

ロータリー活動を継続出来るのは家族の理解

と協力があるからだということを再認識して

感謝の気持ちを新たにする家族月間です、今年

度ゲイリーC・K ホアン RI 会長のテーマでもあ

ります「ロータリーに輝きを」輝きをもたらす

絶好の機会です、輝きをもたらす事ができると

確信しております。 

先日 30 日（日）に黒須中学校相撲部の日本

Ⅰを祝う会に出席してまいりました。 

これは埼玉県下で初めての快挙だそうです。

団体・個人で優秀な成績をあげられた子供たち

の努力・鍛錬はもとより、支えてこられた指導

者の皆様のご苦労を考えます時に惜しみない

拍手喝采をおくります。 

団体優勝・塚原隆明君・長谷川柊平君・神山龍

一君 個人優勝・塚原隆明君 そして、黒須中

学校相撲部の皆さんおめでとうございます。 

 

●幹事報告 滝沢文夫幹事 

第 6回定例理事会報告＜協議事項＞ 

1.2月のプログラムについて 

2.入間万燈祭り会計報告 

3.55周年記念行事について 

＜報告＞ 

1.12/6(土)12/7(日)地区大会。 

2.12/11(木)第３グループ IM実行委員会 

3.12/14(日)青少年４３期派遣学生帰国報告会 

4.12/16(火)入間南 RCクリスマス家族例会 

5.1/31(土)地区クラブ奉仕部門セミナー 

6.1/8(木)入間基地新年賀詞交歓会 

7.1/13(火)入間市商工会新年賀詞交歓会 

 

●委員長報告 

会報･雑誌委員会 関谷永久委員 

縦組みの 15 頁の「子どもの 4 つのテストの

疑問」横組み 3頁「家族でロータリーに参加し

よう」が載っております。入間ＲＣもクリスマ

ス家族例会が 18 日にありますが、家族でロー

タリーのお話をしましょう。 

プログラム委員会 宮崎正文委員長 

1 月のプログラムは表記とおりです。2 月 5

日は講師未定、12 日は村野志朗入間市教育長、

19 日は高麗神社の高麗文康宮司に其々卓話を

お願いしています。26日はＩＭ振替となってい

ましたが、ＩＭが変更となりましたので通常の

例会を予定しています。宜しくお願い致します。 

 

■■■会員卓話「我等の生業」■■■ 

 加藤国夫会長 
弊社の職業分類

は「金属加工業」

です。創業は昭和

39 年東京オリンピ

ックの開催の年で

す。当時はオリン

ピック景気とかで、

日本全体が好景気

に沸いていた時代

でもありました。自動車関連の部品製造や、ビ

ルの屋上に設置するクーリングタワー製造組

立と、依頼があれば可能なものはなんでもこな

していました。当時は鉄性の部品が大勢を占め

ていました。昭和 40 年代に入ると鉄製品のメ

ッキ加工品からステンレス製品に移行される

傾向にあった、ステンレス製品は増えていくこ

とには疑いはなかった。ステンレス商品の付加

価値が高いと考えるようななり、徐々に鉄製遺

品からステンレス製品加工に転換を図り、近年

では主として取り扱っている製品はステンレ

ス加工品が工場全体の 80％とを占めるように

なっていった。 

創業当時より自動車関連の部品加工を一般

工業製品のものづくりを生業にしておりまし

たが、昭和 42 年に入間市新光地区に自動車及

び工業用、低中圧ゴムホースの生産と販売を行

っている「帝都ゴム製造株」の進出によりゴム

ホース芯金（マンドレル）の受注が大勢を占め

るようになり、現在では、創業当初より手掛け

ている「学校用」水泳プール濾過装置の加工か

ら組立までを一貫して製造し提供しておりま

す。顧客先は｢日本フイルコン｣です。残念なが

ら少子化に伴い他地域に於いては学校統合や

廃校と言った状況に中、この数年受注の減少に

苦慮しているところですが、モノ作り原点。顧

客のニーズに応え、満足度 100％を常に与えら

れる企業として心がけ、日々研鑽し「職業奉仕」

価格の適正化とサービスに努めている。「帝都

ゴム株」及び山下ゴム株を顧

客とし協力会社として、ホー

ス部品の金型（マンドレル）

成型を生業とし今後とも部

品の一つ一つ試作品から量

産に至るまで手作りで試行

錯誤の道を選んで行きたい。 
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 友野政彦直前会長 
 

私どもの法人が運営す

る事業をご紹介します。 

・地域包括支援センター 

(宮本二本木地区) 

民生児童委員と連携し独

居高齢者の見守り、一般高

齢者の介護予防教室、要支

援者を対象とした介護予

防支援が主な事業です。入

間市の委託事業でもあります。 

・居宅介護支援事業所 

在宅の要介護者を大正とした介護保険サービ

ス利用プランを作成するのが主な業務です。

それに伴って各サービス事業者を集めたモニ

タリングのための会議を定期的に開催します。 

･介護老人保健施設アヴニール 

通所部門・短期入所部門・入所部門がありま

す。前の二つは介護保険における在宅サービ

スに分類され、入所部門のみが施設サービス

です。老健における入所は自立支援、更には

在宅復帰支援が本来の目的です。その為に「通

過施設」と言われています。 

・特別養護老人ホーム聖愛園 

上記の老健と同様３部門あり、こちらの入所

は終の棲家となりうるので「終生施設」と言

われます。 

 

 吉永章子パスト会長 
私のロータリー職業感・・・感謝・・・ 

「ロータリーの職業奉仕

は他の奉仕団体と本質的

に違い職業奉仕の概念を

持っていること。あらゆる

職業に携わる中で、奉仕の

理念を生かしていくこと

をロータリーが支援、育成

する方法である」と言われ

ています。「ロータリーの

目的」第２項、又、ロータリーの 8つ行動規範

により明確な指針が示されている事、あくまで

も個人奉仕であるという原則を貫きながら職

業奉仕をできる喜びに感謝です。 

☆私の生業 職業分類はサービス業の中の

美容業です。生業に至るまでに何回かの転機が

ありました。一つは進路の選択で就職。美容に

出会い転業。最後は起業でした。 

私は所沢生まれの豊岡育ち。飯能高等学校に進

み、進学クラスに入りましたが親の期待を裏切

り三越百貨店に就職。ここで６年間、サービス

業のノウハウと「お持てなしの心」を学びまし

た。会社務めの傍ら親戚の美容院で繁忙期にレ

ジとフロントを手伝わされました。目の前で美

容の仕事に魅せられ OL から美容師に方向転換

遅ればせの出発でしたが 33歳で 1978年(S53年）

に入間市鍵山に店舗を構え今年で 36 年になり

ました。当時は約１８年余り続いた日本経済の

高度成長期も徐々に陰りを見せ始めていまし

た。しかし食糧品関係とサービス業はまだまだ

景気が良い時の余韻が残っていましたし美容

室の店舗数も少なく相当量の仕事をこなして

きました。出店のお話もたびたびありましたが

器用な方ではないので手堅く 1店舗で現在に至

っています。今も業界の生存競争は厳しく安売

り競争の真っ只中。他店には左右されず自信と

誇りをもってお客様のご要望にお応えしなが

ら自分のおかれた場所で身の丈に合った仕事

を楽しんでいます。 

よく企業年齢 30 年と言われています。私も実

質的には 7年前から後継者に店舗を任せサブと

して職場に入っていますがまだまだ働けます。 

地域への奉仕活動は 2か所の障碍者施設の訪問

カットを２４年間続けています。又市役所の高

齢者福祉課へカット登録してありますのでご

依頼ある時は出張しています。仕事をして社会

で役立てる。これからも奉仕の心を大きく持っ

て行きたいと思っています。 

 

＜出席報告＞ 田中快枝委員長 

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

39名 24名 64.9％ 76.9% 

事前欠席連絡 6名 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 忽滑谷明ＳＡＡ 

加藤国夫君～喜寿のお祝い頂きありがたい様

な･･･。忽滑谷明君～誕生日のお祝をありがと

うございます。木下登君～11/29 電気工事技能

協議全国大会が両国国技館で行なわれました。

弊社の木下貴博が埼玉県代表で出場して特別

賞を受賞しました。山岸義弘君、宮寺成人君～

早退いたします。 

本日\58,000 累計\453,500 

 

 

◆回覧、配布物 

① ガバナー月信 11月号 

② ロータリーの友 11 号 

③ＦＭチャッピー放送番組への入間ＲＣ出演 

④12/18クリスマス家族例会出欠表 

⑤12/25年越し蕎麦例会出席表 

⑥全国青少年交換シンポジウム開催のご案内

⑦2013-14年度ロータリーの友事業報告 

⑧国連ＵＮＨＣＲ協会からご支援と御礼 

⑨日高ＲＣからのチャリティーゴルフご案内 

⑩他クラブ例会変更のお知らせ 

⑪加藤会長より｢論語｣解説 

⑫週報 21号 

 

会報･雑誌委員会(石川･森田･荒井･関谷) 

 

 


